
実装プロジェクト「国際基準の安全な学校・地域作りに向けた協働活動支援」
平成２６年度の実装コンテンツ

【平成26年度報告書参考資料】

１. 協働促進WebサイトA： エビデンスに基づいた安全な生活環境づくり（通称エビサポ）

Facebook、Twitterとの連動

English ページの作成

各コンテンツ入り口ボタン

サイト内更新情報

実装活動の事例紹介

エビサポとのリンク

各自治体のニュース

Webサイトの更新マニュアル
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２. 協働促進WebサイトB： SC推進自治体ネットワーク会議情報共有用サイト



３.まちの安全点検マップづくりワークショップのパッケージ化

（１）担い手講習のためのppt作成

まちの安全点検マップづくりの
３ステップの提示

マップの出来上がりイメージの共有 長所、短所のどちらにも注目する
重要性

マップを活動やまちの改善に活用することの意識付けと事例の紹介

（２）まちの安全点検マップづくりを楽しくできるようにするツールづくり

チェックポイントのアイコンシール（差し替えあり）

活動の改善アイディアカード（差し替えあり）

企画者用マニュアル（差し替えあり） 参加者用マニュアル（差し替えあり）
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（３）聞き書きマップツールの実用化

スターターキットと「聞き書きマップ」ver.3をリリース
聞き書きマップの使い方マニュアル、
ワークショップマニュアルの作成

４.安全行動イメージトレーニングの教材化

←教材の実践マニュアル作成

Before After

幼児室内事故編の教材（保護者用）作成 １シーンに絞ったもの
も作成（紙芝居風に活用）
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５. Sel-short：中学生の心の健康、いじめ自殺予防教材化

生徒向け教材の作成（差し替えあり）

６.インターネットリテラシー指導者養成システム

昨年度作成した冊子を教材とした指導者育成講座
講座を受けた指導者（ネットアドバイザー）が
中学生を指導

７.外傷記録評価システムおよびISS版安全学習プログラム

可視化機能と操作性を改善した外傷サーベイランスシステム（金竜小学校、富士見台小学校へ導入）

（１）外傷サーベイランスシステム
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（２）安全学習プログラム（小学校編）

３Ｅの考え方を導入した安全学習教材の作成（予防の概念をわかりやすく伝える）と富士見台小５年生による試行

（３）安全学習プログラム（中学校編）

多次元尺度構成法による事故状況の類似度分析結果

拡充したスポーツ外傷のコンテンツ一例 5

※３Ｅ：子どもの重大事故を科学的アプローチから予防するにあたり、３Ｅ（Education：教育、Enforcement：法律・安全基準、
Environment：環境）の改善が重要であることが知られている。


